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福田沖人工礁魚礁の漁獲効果

　砂川県では沿岸各地で人工魚礁による漁場づ

くりをすすめており、これまでに約141�の漁

場を造成しました。このような漁場づくりの一

環として遠州灘の福田仲に沈設した人工礁魚礁

について漁獲効果に関する調査を行いましたの

で報告します。

魚礁の概要

　遠州灘は沖合を黒潮が流れ、多くの魚が回遊

或いは桜鯛していますが、海底が平坦で天然礁

が殆んどないため魚類の滞留が少なく、安定し

た漁場が形成されにくい海域です。このうちの

静岡県海域ではおもに浜名漁協および福田町漁

協所属の漁船がシラス船曳網を主体に底曳網、

刺網、一本釣などの漁業を行っています。これ

らの漁業によりシラスを中心に毎年6,000～7,000

トン前後の水揚げかおりますが、その漁場生産

浜名湖 天竜川

性はさきに述べた漁場条件や外海域で波浪が強

く小船などの操業が制約を受けるなどのため、

蛙‾ﾄﾞの他の海域に比べて低くなっています。県

ではこのような海域において魚の蛸渠、滞留を

図り、漁場生産性を増大させる目的で総事業量

68,115空�という非常に大きな規模の魚礁（並

型、大型魚礁に対して30,000空�以上のものは

人工礁魚礁と呼ばれています）を昭和54年から58

年にかけて福田仲に設置しました（第１図）。

1.5m角のコンクリートブロックと自然石を組

み合わせた8,000空�ほどの魚礁3、4,000空

�ほどの魚礁10並びに2,600空�ほどの組立魚

礁２の合わせて15の単位礁が水深35～60mの範

囲に150～200 mの開隔て配置されており、こ

れによって造成された漁場面積は90haと考えら

れています。
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第１図　福田沖人工礁の位置と全数調査漁場区分
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効果調査の方法

　この魚礁の漁獲効果に関する調査ですが、造

成が始まった翌年の55年から58年までは標本船

による調査で、また人工魚礁が完成した翌年の

59年から62年までは全数調査と呼ばれる方法で

各々行い来しなo∧∧プ………1‘｀’゛･j､こJ･

　標本船調査は浜名、福ｍ町出漁協の10隻ほど

　　　　　　1･　〃%　　j　　　　　･r%-　　･ljを標本船としで鰹業白報め記帳を依頼しました。

各船から提出された日銀がら人工法漁場とそれ

以外の漁場の漁獲量を仕分け、両者の比率によ

って出組合の遠州灘における水揚量を案分して

人工礁漁場における年間漁獲量を推定するとい

うものです。

　全数調査は、遠州灘で操業する前記２組合の

全船に日報の提出を依頼して行いました。日報

の記入事項ぱ第１図に示した漁場区分による操

業位置、漁獲量などで、提出された日報から漁

区別の漁獲量、努力量などを集計し、これらの

数字を遠州灘における出組合の水揚伝票による

努力量で柚正して漁区別の年間漁獲量などを推

定しようとするものです。

　この全数調査では、緯度、経度2.5分升目と

いう比較的大きな漁場区分により操業位置を仕

分けましたので、59～62年における人工礁魚礁

の漁獲効果は人工礁が設置されている1 －11区

全体の漁獲データを他漁区古比較することなど

により検討しました。また、釣・底曳網などの

同区での漁獲はほとんどが人工礁周辺で行われ

たとのことですので、これらの漁業による同区

での漁獲は人工礁による漁獲効果であると考え

られます。

調査結果

　１）漁　獲　量

　人工礁漁場における漁獲量の年推移（5り～62

年は前述のように人工礁設置区における漁獲量）

を第２図に示しました。人工礁を造成中の55～

58年についてみると、56年に10トンを割るなど

年度動か大きく、この間の平均漁獲量は69トン

でした。また造成後の59～62年では60、61年と

400トンに近い漁獲もありましたが、印年に

123トンと大きく減少したため平均漁獲量は

294トンでした。

　この福田仲人工礁は事業実施時においてシラ

ス船曳網により380トン、底曳網、釣、刺網な

どにより57トンの合計437トンの漁獲が期待さ

れていたのですが、今回調査を行ったいずれの

年もこの数字には達しない結果でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２

１

２

３

４

400

　
　
０

　
　
０

　
　
３

漁
　
　
獲

　
　
０

　
　
０

　
　
２

量
　
（

ト
　
ン

心ノ

100

０

,一一→全漁業種類

o一一ベ）シラス船曳網
　　　　以外の漁業

○、 .(〉-一一○

　　　／

ゴ

戸｀

｀ て ）

55　56　57　58　59　60　61　62牛

　第２図　人工礁漁場における漁獲量の推移

　漁獲量の年推移を本海域における主幹漁業で

あるシラス船曳網とそれ以外の漁業に分けてみ

ると人工法漁場におけるシラス船曳網の漁獲量

ははとんどの年において船曳網以外の漁業よりち

多いのですが、56年、62年は、両者の関係が逆

転するほどにシラスの漁獲の少ない年でした。

一方、シラス船曳網以外の漁業では55～58耶万の

言句漁獲量が19トン、59～62年のそれが49トン

と人工法造成後の方が多く、また56年以降ぱ年

年増加の傾向がうかがえました。これらのこと

から62年の人工法設置区における漁獲量の大幅

な減少はシラス船曳網の漁獲量が少なかったこ

とによると言えます。

　第３図に人工法設置区におけるシラス漁獲量

が少ない62年と漁獲量が多い60年のシラス船曳

網による漁区別の漁獲割合を対比して示しまし

た。
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シラス船曳網による漁区別漁獲割合



　これらによりますと60年には当海域において

シラス船曳網により6,500トンの漁獲かおり、

漁場は天竜川以西と以東の漁割割合（51 : 49）

が示すように沿岸寄りのほぼ全域に広がってい

ました。これに対して62年の本海域の漁獲量は

3,300トンと60年の半分ほどで、天竜川ぱ西と

以東の漁獲割合（84 : 16）が示すように漁場は

主に天竜川以西でした。

　遠州灘へのシラスの来遊量、漁場分布などは

シラスの資源量そして海況変動などによる影響

を受けるものと考えられていますが、62年の人

工法設置区におけるシラス船曳網による漁獲の

少なさも魚礁の集魚効果、漁獲効果に起因する

というよりもこのような影響によるものと思ｵっ

れます。

　2）1空�当り漁獲量

　人工法魚礁の１空�当り漁獲量の年推移を第

４図に示しました。 55～58年についてみると、

55年には6kgを超えましたが、56年には1 kgを

割り、この４年間の平均は2.6kgでした。造成

工事完了後の59～62年では62年が低かったため

に平均でみると4.3kgでした。また、シラス船

曳網以外の漁業についてみると55～58年、59～

62年ともに平均0.7 kgでした。
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第４図　人工礁１空�当り漁獲量の推移

　人工魚礁の規模と１空�当り漁獲量の関係を

全国各海域についてみると、400空�以上の魚

礁規模における１空�当り漁獲量の最大値は

3,000空�前後の11.5～13.7kgでした。そして

魚礁規模が10,000空�を超えると1～2 kg程度

となっています。本調査における59～62年の１

３

空�当り漁獲量は1 －11区全域の漁獲量を対象

としたもので、これらのデータと直接には比較

できませんが、平均よりやや上にあるのでは

ないかと考えられます。しかし、この福田仲人

工礁の数値はシラス船曳網の漁獲に大きく左右

され、人工礁設置区でのシラスの漁獲量が大幅

に減少した場合にはかなり低くなるものと思わ

れます。

　３）漁業種類別の操業状況

　人工礁設置区における漁業種類別の操業状況

をみるため出漁回数（或いは出漁日数）を表わ

す努力量と１出漁回（或いは１日）当り漁獲量

を衷わすＣＰＵＥについてそれらの年推移を調

べてみました。年々の漁獲量やそれに関る漁業

操業は対象魚種の資源量や海況変動などによる

影響を受けて推移しますので、これらによる影

響を取り除くため、人工礁設置区と同じよぅな

水深帯をもつライン１（１－Ｏ区～1－14区）

の平均値に対する偏差の割合についてみること

にしました（第５図）。

　これによりますとシラス船曳網の人工礁設置

区におけるＣＰＵＥは59年にはライン１の平均

値より16％高かったが、年列氏下して62年には平

均値より低くなっていました。努力量はいずれ

の年も平均値より低く、特に62年には72％も低

くなっていました。

　底曳網、その他の船曳網ではＣＰＵＥは各年

ともにライン１の平均値より20％以上も下回っ

ていましたが、努力量はいずれの年も平均値を

上回っていました。

　刺網のＣＰＵＥはいずれの年も平均値より高

く、62年には74％も上回っていました。努力量

は59年が平均値より低かったが、60年からは平

均値を大巾に上回っていました。

　一本釣、曳縄ではＣＰＵＥは59、60年と平均

値より低かったが、62年には平均値を上回りま

した。努力量はいずれの年も平均値より高く、

60年以降は400％以上も高くなっていました。

　このように人工礁設置区におけるシラス船曳

網のＣＰＵＥ、努力量は、同じよぅな水深帯を

もつ周辺海域に比べて低.くなっていました。こ

れに対して底曳網、釣などシラス船曳網以外の

漁業ではＣＰＵＥは周辺海域に比べて必ずしも

高いとは言えませんが、努力量は高くなってい

ました。人工礁魚礁の設置が釣や刺網などの小

船の増加といった本海域の漁業形態に変化をも

たらすはどの影響はみられていませんが、これ
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第５図　ＣＰＵＥ並びに努力量のライン１の平均値に対する偏差の割合

らの漁業のための安定した漁場としての利用が

増えているのではないかと思われます。

　以上のような読売結果でしたが、この魚礁が

シラスを含む各種魚類をより効果的に巣魚し、

より効率的に漁業が行われていくためには氷海

域が外海性の砂泥域であることから、漂砂によ

る魚礁の埋没などがないように管理していくと

ともに、遠州灘の広大な広がりを考えると魚礁

良沢などにより漁場規模をさらに拡犬していく

必要かおるのではないかと思われます。

　　　　　　　　　　(開発研究室　ｍ中敬健)

水産物の栄養成分

サクラエビ

　静岡県が全国に誇る水産物は沢山ありますが、

その中身、すなわちその栄養価や有効栄養成分

については、毎日水産物を扱っている人達でも、

良く知っている人は少ないのではないでしょう

か。

　水産試験場では昭和61～62年度に、衛生環境

センター・県士大学との共同研究として、地場

水産物の有効栄養成分を調べ、特に、成人病の

予防に必要な成分が水産物に多く含まれている

ことを改めて証明しました。これから谷垣種ご

とにまとめた結果を、従来からの資料も併せて、

順にお知らせしたいと思います。

　まず今回は、駿河湾特産のサクラエビについ

て書いてみましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－４

第１表　サクラェビの一般成分
単位％

生 釜上げ 素干し 煮干し

水　　分

粗俎白質

粗脂訪

粗灰分

79.0

19.8

　1.3

　3.0

69.0

22.4

　1.3

　7.2

19.5

64.9

　4.0

n.6

35.2

46.9

　2.8

15.0

カロリー 96 107 312 225

カロリーの単ちｱはkcj

生け、水試分析、その他は日本食品標準成分表

1.一般成分

　第１表はサクラエビの一般成分です。生鮮品

では、水分が79％と多く、脂肪含量はわずかで

す。釜上げ製品では、水分は約10％減少し、蛋



白質と灰分か増加しています。素干しでは、さ

らに水分は少なくなり、蛋白質（65％）、訪脂

　（４％）の率が高くなっています。煮干しは、

釜揚げと素干しの中間程度ですが、灰分（15％）

が特に多くなっています。

2.アミノ酸

　第２衷にサクラエビの秋漁の生製品とそれを

原料として作った素干し、釜揚げのアミノ酸含

量を示しました。また、第１図にはその組成比

をグラフに衷しました。サクラエビのアミノ酸

はグルタミン酸やアスパラギツ酸、リジン等が

多く、これは他の水産物にも共通している特徴

といえます。また、組成比の図に見られるよう

に、大日に干しても（素干し）、ボイル（釜揚

げ）してもアミノ酸の組成比には影響は無いよ

うです。

第２表　サクラエビ（秋漁）の製品別ア ミノ酸音量

ア　ミ　ノ　酸
魚　　　種 サ　　ク　　ラ　　エ　　ビ

製　品　別 生　鮮 素干し 釜揚げ
総　　　　　　　　　　　量 16.61 62.08 18.10

タウリン　　　　　　　　ＴＡＵ

アスパラギン酸　　　　　ＡＳＰ

スレオニン　　　　　★ＴＨＲ

セリン　　　　　　　　　ＳＥＲ

グルタミン駿　　　　　　ＧＬＵ

プロリン　　　　　　　　ＰＲＯ

ダリシン　　　　　　　　ＧＬＹ

アラニン　　　　　　　　ＡＬＡ

シスチン　　　　　　　　ＣＹＳ

バリン　　　　　　　★ＶＡＬ

メチオニン　　　　　★ＭＥＴ

イソロイシン　　　　★ＩＬＥ

ロイシン　　　　　　　★ＬＥＵ

チロシン　　　　　　　　ＴＹＲ

フエニルアラニン　　★ＰＨＥ

リジン　　　　　　　　★ＬＹＳ

ヒスチジン　　　　　　　ＨＩＳ

アルギニン　　　　　　　ＡＲＧ
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第１図 加工によるアミノ酸組成の変化困
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　第２図は、春漁と扶助のアミノ酸組成比の比

較です。プロリンやアラニンにわずかに追加見

られますが、これは、成熱度に関係があるかも

しれません。

3.タウリン

　第３表でタウリンの量を他の水産物と比較し

たものです。タウリンは、既に御存じ.の通り、

成人病の予防に効果かおるといわれている物質

です。特に、肝臓や血液中のコレステロールを

胆汁に移し、結果的に血圧を低下させる効果が

あります（碧水26号参照）。タウリンは、従

来、軟体動物に多いといわれていました加甲殻

類のサクラエビには特に多く含まれていること

がわかります。タウリンは、熱や酸に強いので

すが、水に溶けやすい性質加あります。したが

って、素干しでは水分の減少にしたがって、そ

の含有量は2,860 mg / 100 g と非常に多くなり

ますが、湯煮する釜揚げ製品は、生鮮品よ句水

分加減少しているにも加かわらずタウリンの量

は増加していません。しかし、それでも、710

曙/100 g も含まれています。

4.脂肪酸

　第４衷ぱ脂肪酸の組成をカツオやシラスと比

較してのせてあります。上段め４種は飽和脂肪

酸といわれ、化学組成の中に二重結合が無い脂

肪酸で、肝臓でのコレステロール製造を促進す

る働きがあります。中段の５種は二乗結合が、

　　　魚

　　粗　　脂

ミリスチン酸

パルミチン酸

マルガリン酸

ステアリン酸

第３表　タウリン含量

魚　　　種 タウリン音量mg / 100 g

サクラエビ春漁

　　　//　　　秋顔

　　　//　　素干し

　　　//　　釜揚げ

ホタテガイ

ア　　　サ　　　リ

タ　　　　　　コ

カ　ツ　オ　内　臓

イ　　　　　　　カ

マ　　サ　　バ

　800

　760

2,860

　710

　769

　664

　520

　440

　350

　200

今回の分析値及び他文献より

一つあるもの√ﾄﾞ段の５種は複数音まれるもの

で、それぞれ、一価不飽和脂肪酸、多価不飽和，

指訪欧と呼ばれています。このうち、多価不飽

和脂肪酸は水産物に多く存在しますが、中でも

最近注目されているエイコサペンタエン酸（Ｅ

ＰＡ）、ドコサヘヰサエン酸（ＤＨＡ）の存在

が気になるところです。 ＥＰＡやＤＨＡは、言

うまでもなく、旅中コレステロールの低下をす

すめ、動脈硬化や脳血栓を防止する有効栄養成

分です（碧水28号参照）。カツオやサバがＤＨ

Ａ蓄積型に対し、サクラエビやシラスではＥＰ

Ａ、ＤＨＡがはぼ同じ程度に音まれているよう

です。しかし、サクラエビは脂肪音量が少ない

第４表　魚種別脂肪酸組成

種
一一
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第５表　加工による脂肪酸組成の変化(％)

サ　　ク’　ラ　　エ　　ビ｀一

生　鮮 釜揚げ 素干し

粗　　脂　訪　　含　量 1.8 2.0 6」
ミリスチン酸　　　　　　（14:O）

パルミチン酸　　　　　　（16:O）

マルガリン酸　　　　　　（17:O）

ステアリン酸　　　　　　（18:O）

　　　　　　　　　　　　　小計

パルミ　トレイン酸　　　　（16:1）

オレイン酸　　　　　　　（18:1）

ガドレイン酸　　　　　　　（20:1）

エルシン酸　　　　　　　（22:1）

ネルボン酸　　　　　　　　（24:1）

　　　　　　　　　　　　　小計

リノール酸　　　　　　　（18:2）

リノレン酸　　　　　　　　（18:3）

アラ牛ドン酸　　　　　　（20:4）

エイコサペンタエン酸　（20:5）

ドコサヘ牛サエン酸　　（22:6）

　　　　　　　　　　　　　小計

　2.3

22.0

　1.4

　5.3

31.0

　6.4

18.0

　2.7

　1.4

　1.5

30､0

　2」

　2.0

　2.4

10.5

14.8

31.8

　2.0

21.0

　1.4

　5.1

29.6

　6.4

16.2

　2.3

　0.8

　1.2

26.9

　2.1

　2.1

　2.8

12.3

17.1

36.4

　2.1

，22.9

　1.4

　5.1

　31.5

　6.6

　17.1

　2.1

　0.7

　0.9

　27.4

　2.4

　2.3

　2.5

　11.6

　17.3

　36.1

のて摂寂址はいずれにしろわずかなものとなる

のて、サクラエビの場合は、上記タウリンの効

果の方が大きいでしょう。次に加工による脂肪

酸往膜の反比を見てみましょう（第５衷）。多

価不飽和脂肪酸は二重結合が多いので不安定で

あるといｵ⊃ｵ1でいます。しかし、第５衷に示さ

れる牛特高に比べて釜揚げや素子しのＥＰＡ・

ＤＨＡは、増加していることがわか０ます。こ

のことから新しい開は、ほとんど変化がないと

思ｵっれます。

5.無機質

　次は無機質です。無機質は、身体に必須の微

址元素です。第６表に漁期別、加工手段別の各

種無機質の痩量を載せてあります。特筆できる

ものは、やはりカルシウム（Ca）でしょ≒Ca

はリンと共に骨を作り、これが不足すると成長

阻害が起こると言われています。小さな魚体万

能や内臓ごと食べられるためか、水産物の中で

も際立って多い音量を示しています。その他で

は、紬脳内成分として重要なマグネシウム（Mg八

欽分の吸収や血中微量元素として重要な銅、欠

乏すると成長阻害が起きる亜鉛（Zn）等が多く

音まれています。

　以上の結果からサクラエビにはタウリンやカ

ルシウムの量が圧倒的に多く、大変健康に良い

食品と言えるでしょう。特に、素干しは100 g

中に2,900陽もタウリンが含まれており、タウ

リンを多く音む魚類の10倍に相当します（第３

衷）。従って、10gでも290曙摂取したことに

なり、料理に少しずつ利用しても、成人病予防

効果があると思います。

　　　　　　　　　　（加工研究室　犀田敏雄）

第６表　サクラエビの無機質音量

>サ カルシウム

　　Ca

マグネシウム

　　恂

鉄

Fe

亜　鉛

　Zn

銅

Cu
マンガン

　Ｍｎ
サクラエビ春漁

サクラエビ秋顔

サクラエビ生鮮

　　　　　釜揚

　　　　　素平

　　683

　　520

　　520

　　532

1，840

　67

　76

　76

　75
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今年のサンマ漁は好調／

　今年もサンマ棒受網漁は８月６目の小型船の

解禁で幕を明け、静岡県も西伊豆のｍ子や安良

里港から59トン、69トン級の大型船が10隻出漁

しました。当初、漁場は北海道から２昼夜かか

るシンシル島南方の水温10cC付近の親潮海域に

形成されました。９月上旬までのサンマは北上

回遊の時期で群が薄く、大獲りは少ないながら

も昨年と比べて好調でした。９月中旬になると

沖合の魚群の雨下が始まって、水温15°C以上の

海域に漁場が移り、また道東沿岸の色丹島付近

にも漁場が形成され、静岡県船でも一晩で30～

50トンと大穫りの船がでてきました。９月下旬

以降、漁場が三陸沿岸の水温17～20゜Cの海域に

も形成されるようになると、全国の水揚量は１

日５千トンを越し、産地価格は暴落してしまい、

客船が48時間の休漁をしなければならない事態

となりました。 10月下旬になって北は北海道、

雨は茨城県の沿岸まで各地で好漁が続いており、

水揚量は昨年の1.8倍に達し、価格も昨年より

低くなっています。しかも今年の大型魚は例年

より肥満度が高いようなので、脂ののったおい

しいサンマをたくさん食べるのに好い機会かも

しれません。

　　　　　　　　(資源海洋研究室　川合範明)

調査船の動き

○富士丸

　第３次ビンナガ調査

　　　　　昭和63年６月15目～７月11日

　第４次サンマ調査

　　　　　昭和63年８月１目～９目漁期前調査

　　　　　　　　　８月22日～９月29目

Ｏ駿河丸

　サクラエビ調査　昭和63年６月６日～７日

　地先観測　　　　　　　　　　　９目～10日

　近海カツオ調査　　　　　　　15目～22目

　近海カツオ調査　　　　　　　28日～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月７日

　地先観測　　　　　　　　　７月８目～９日

　近海カツオ調査　　　　　　　16目～24目

　地先観測　　　　　　　　　８月９日～10目

　サクラエビ調査　　　　　　　　17目～19日

　底魚調査　　　　　　　　　　　23日～26目

８

木場日誌

　（６月）

１目　業務連絡会議、分場長会議　（本場）

２目　技術連絡協議会

　　　　　　　　　　（２日～３目　伊東分場）

９日　昭和63年度カツオ于報会議

　　　　　　　　　　（９目～10目　東北水研）

16日　一部三県サバ検討会

　　　　　　　　　　　　　06日～17目　本場）

22日　ＦＲＰ漁船検討委員会

　　　　　　　　　　　（22日～23日　安良里）

29目　ミクロネシア入域交渉　（水産庁）

　（７月）

５日　漁業公害調査指導員研修会　（伊東市）

７月　業務連絡会議、分場長会議　（本場）

９日　カツオ蒲鉾製造試験　（本場）

14日 昭和63年度サンマ漁業事務担当者会議

　　　　　　　　　　　　　(東京都)
　（８月）

２日　業務連絡会議、分場長会議　（本場）

11日　サンマ予報会議

　　　　　　　　　　　（11目～12目　東北本研）

17日

25目

サンマ漁業研修会　（国子）

技術連絡協議会

　　　　　　（25日～26日　富士善隣場）

編集後記

　今年は、近東・三陸のサンマ漁が思いの外好

調で、どの御家庭でも一度や二度は、煙にむせ

びながら脂の東ったサンマの味覚を楽しまれた

のではないでしょうか。

　一方、東海沿岸では、９月中旬順に一時消滅

した黒潮の犬蛇行が、現在再び蛇行型を示すよ

うになっています。

　11、12月は、静岡県が当番県となって黒潮旅

路の変動を中心とした漁海況速報を発行し、情

報の収集と伝達に努めています。

秋の味覚

　　サンマ
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